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を語ることが難しい、という理由もあろう。本書
をきっかけとして積極的に多くの関係者と交
流し、より生 し々い現場の声を伺うことで、地域
資料の保存・管理に関する人と場所の問題な
ど、常に生じている具体的な課題について議
論を深められたらと考える。
　本書の特徴である地域資料としての自然
史資料については、第一部、第二部でそれぞ
れ1章ずつ報告されている。第二部の菊池
氏の報告では、自然史資料の有用性が特に
生物多様性や地球温暖化といった国際的
な視点から語られており、よりローカルな視点
から自然史資料の地域における意義を述べ
られた第一部の山本氏の報告と合わせて読
むことで、様 な々空間スケールでの自然史資
料の重要性を理解することができる。しかし、
山本氏が第一部の討論でも語られているよう
に、「標本」それだけでは地域との「物語」を
つむぎ出すことは難しい。漁師の語りだけで
なく、採集者や研究者が標本を手に入れる
までの事務的記録や日記、フィールドノートと
いった研究資料と紐付けしていく、コンテクス
ト研究をより積極的に進め、文字資料も合わ
せて保存管理していくことが大切だと考える。
また、ほとんどの自然史資料は地域社会との
関わりで変化しているものと考えられるので、
地域の開発や土地利用の記録などとも積極
的に結び付けていくことで、その地域の環境
の変遷を理解する重要な地域資料として位
置づけられていくだろう。今後の進展を期待
したい。
　大門氏の論考からは、「地域資料」がまず
は地域内の人びとによる地域の理解を促し、
そこから地域の誇りや魅力が再発見されるこ
とで、地域と人びとの「生存」を支えている様
子を知ることができた。このようなステップを踏
んだ、しっかりした基盤があってこそ、地域の外
に向けた発信が説得力をもち、持続的な地
域おこしなどにもつながっていくのであろう。
　このような「地域資料」に対して、すでにあ
る資料だけが「地域資料」ではなく、これか
らも作られ続けていくであろう記録をどのよう
に「地域資料」にしていくかという点と、「地域
資料」をより有効に利活用していくためには、
そのコンテクストを明らかにしていく必要があ
る点については、本書ではあまり触れられて
いないように思えた。このような点においてこ
そ、アーキビストが「地域資料」に対して重要
な役割を果たすことができるのではないだろ
うかと考える。
1─ 第一部の多和田氏、第二部の宇野氏による神奈川資料ネットの改称に至る経緯を参照。
2─ 序文およびおわりにでは、シンポジウムのタイトルが「地域の人びとをささえる資料─文字資料から自然史資料ま
で」（下線、評者）と表記されているが、神奈川資料ネットのウェブサイト2016年5月20日の記事（http://d.hatena.ne.jp/
kanagawa-shiryounet/20160520/1463716210：2016年9月30日確認）及び本書の他の章の記述から誤りと思われる。
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